
歴史を巡るIN島根県

⽯⾒銀⼭   ⼤森町   温泉津町

1527年に発⾒された⽯⾒銀⼭は、世界有数の銀産地と

して発展し、400年にわたり繁栄しました。最盛期には

⽇本の銀の⼤半を供給し、世界の銀⽣産量の約3分の1

を占めていました。2007年には、アジア初のユネスコ

世界遺産として登録され、その豊かな歴史と⾃然との

調和が⾼く評価されました。現在では、鉱⼭そのもの

だけでなく、関連する港や周辺の温泉地も訪れること

ができ、⽇本の銀の歴史と美しい景観を堪能できる特

別な体験を提供しています。

⽯⾒銀⼭に⾜を踏み⼊れると、まるで時を遡るよ

うな感覚に包まれ、数世紀前の鉱夫たちの暮らし

を垣間⾒ることができます。中へ進むにつれ、ひ

んやりとした湿った空気が⾝体を包み、闇が次第

に深まっていきます。⾜元を照らすほのかな灯り

だけが道を導いてくれます。かつてこの狭く曲が

りくねった坑道には、⽯を削る鉱夫たちの⾳が響

き渡っていました。その激しい労働の様⼦が、今

でも容易に想像できます。

冬には、静寂に包まれた坑道の⽚隅でコウモリが

冬眠し、さらに深い静けさを感じさせます。この

体験はどこか神秘的でありながらも畏敬の念を抱

かせ、かつて栄えた銀⼭の息吹を肌で感じる貴重

な機会となるでしょう。

島根県の歴史ある⽯⾒銀⼭の近くに佇

む⼤森町と温泉津町は、歴史、⽂化、

そして癒しが融合した魅⼒的な町であ

り、⽇本らしい体験を求める⼈々に最

適な場所です。かつて銀の交易で賑わ

った⼤森町は、商家や伝統的な建築、

神社仏閣が美しく保存されており、江

⼾時代の⾵情を⾊濃く残しています。

町を歩けば、まるで時代を遡ったかの

ような感覚に包まれ、地元のカフェや

⼯芸店、博物館がこの地域の豊かな歴

史を伝えています。近年では、歴史的

建造物を活かしながら持続可能な新し

い試みを取り⼊れることで、伝統と現

代が調和した独特の景観が⽣み出され

ています。

⼤森町からほど近い温泉津町は、伝統的な⽇本の⾵情を感じられる静かな

癒しの町です。古くから名湯として知られる温泉津では、豊富な鉱物を含

む温泉が湧き出し、昔ながらの温泉宿で⼼⾝ともに癒されるひとときを楽

しめます。⽯⾒銀⼭の世界遺産の⼀部であり、重要伝統的建造物群保存地

区に指定されてから20周年を迎えるこの町は、狭い路地に旅館や茶屋が並

び、時代を超えた魅⼒を今に伝えています。特に地元で⽣産される⾚⽡が

町の景観に独特の美しさを加えています。⼣暮れ時には、灯籠の明かりが

町を照らし、職⼈の⼯房を巡ったり、地域の料理を堪能したりするのにぴ

ったりの雰囲気を演出します。温泉津の料理は、⽇本海の新鮮な海の幸や

地元で育てられた野菜、⽶をふんだんに使い、地域の恵みを味わえる逸品

ばかりです。近隣の町とも連携しながら、伝統を守りつつ、温かみのある

本物の⽇本の魅⼒を伝える取り組みが続けられています。

石見銀山、大森町、そして温泉津町は、歴史、文化、そして癒しが調和した魅力あふれる地域です。

本物の日本の風情を求める人々にとって、忘れがたい特別な体験ができる理想的な旅先となるでしょう。

世界の⾔葉で⽯⾒銀⼭を旅しよう�
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